
　

令
和
五
年
五
月
三
十
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

和
歌
山
に
お
い
て
、
ご
来
賓
に
和
歌
山
税
務
署
長
を
は
じ

め
と
す
る
税
務
署
幹
部
の
方
々
、
和
歌
山
県
税
事
務
所
長
、

和
歌
山
市
長
を
お
迎
え
し
、
第
十
三
回
目
と
な
る
、
令
和

五
年
度
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
岡
靖
之
会
長
（（
株
）
紀
陽
銀
行　

代
表
取
締
役
会
長
）

を
議
長
に
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
第
一
号
議
案
は
、「
令
和

四
年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算
」
に
つ
い
て
、
事
業
活
動

内
容
及
び
決
算
関
係
書
類
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

二
号
議
案
は
、「
理
事
退
任
等
に
伴
う
補
充
選
任
」
に
つ
い

て
、
新
任
理
事
四
名
が
選
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
に
つ

い
て
も
全
会
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
五
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
お
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
定

時
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
き
、
第
四
十
九
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
副

会
長
二
名
が
選
出
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
（
火
）、

ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
お
い
て
、
ご
来

賓
に
和
歌
山
税
務
署
の
幹
部
の
方
を
お

迎
え
し
、
青
年
部
会
の
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
林
俊
行
部
会
長
が
議

長
を
務
め
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
と

令
和
五
年
度
に
向
け
た
事
業
計
画
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
税
の
広
報
活

動
や
社
会
貢
献
の
中
で
、
特
に
租
税
教

育
に
は
力
を
注
い
で
お
り
、
小
学
生
に

対
す
る
租
税
教
室
や
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
募
集
に
つ
い
て
、
会
員
の

方
々
に
、
重
ね
て
積
極
的
に
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

議
案
は
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
終
了
時
に
は
、
ご
来
賓
を
代
表
し
和
歌
山
税
務
署
長
の

水
川
様
よ
り
お
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
青
年
部
会
の
定
時
総
会
は
す
べ
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
、
和
歌
山

税
務
署 

総
務
課
長 

宮
田
周
氏
に
よ
る
「
優
良
申
告
法
人
制
度
と
は
」
と

題
し
て
有
意
義
な
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　　

第
四
十
八
回
理
事
会
の
開
催

　
令
和
五
年
五
月
十
一
日
（
木
） 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
お

い
て
、
五
月
三
十
日
（
火
）
開
催
の
定
時
総
会
の
提
出
議
案
等
を
審
議

す
る
第
四
十
八
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
の
事
業
や
収
支
決
算
の
報
告
、
行
政
庁
に
提
出
す
る
定

期
提
出
書
類
、
理
事
退
任
等
に
伴
う
補
充
の
選
出
、
定
時
総
会
の
議
案

内
容
及
び
開
催
日
程
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
参
加
理
事
か
ら
ご
承
認
を

い
た
だ
い
た
後
、
ご
来
賓
を
代
表
し
和
歌
山
税
務
署
長
の
水
川
様
よ
り

お
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
公
益
社
団
法
人
和
歌
山
納
税
協
会

第
十
三
回
定
時
総
会
の
開
催

青
年
部
会
第
十
三
回

�

定
時
総
会
の
開
催
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納
税
協
会
和
歌
山
県

　
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

　（
和
歌
山
県
青
連
協
）
定
時
総
会

租
税
教
室
の
開
催

　

令
和
五
年
六
月
一
日
（
木
）
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
お
い
て
、
和
歌
山
県
青

年
部
会
連
絡
協
議
会
（
会
長 

瀬
古
伸
一
郎

新
宮
納
税
協
会
青
年
部
会
長
）
の
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
県
下
か
ら
は

約
五
十
名
の
青
年
部
会
員
が
参
加
し
、
令
和

四
年
度
の
事
業
・
収
支
決
算
の
報
告
の
後
、

令
和
五
年
度
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
の
申
し

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
役
員

の
改
選
年
度
で
あ
り
、
新
会
長
に
は
田
辺
納

税
協
会
青
年
部
会
長
の
玉
置
佳
範
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
税
理
士　

上
西
左
大

信
氏
に
よ
る
「
相
続
・
贈
与
税
法
の
最
近
の

改
正
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
上
西
先
生
か
ら
は
、

税
制
改
正
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
・
経
験

に
基
づ
い
た
、
大
変
興
味
深
い
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　

本
年
度
も
青
年
部
会
で
は
、
和

歌
山
市
内
の
小
学
校
の
ご
協
力
の

下
、
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と

な
り
、
自
ら
の
事
業
な
ど
を
織
り
込

ん
だ
租
税
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

五
月
八
日
（
月
）

　
　
　

和
歌
山
市
立
吹
上
小
学
校

　
　

五
月
十
五
日
（
月
）　

　
　
　

和
歌
山
市
立
湊
小
学
校

　
　

五
月
十
六
日
（
火
）

　
　
　

和
歌
山
市
立
新
南
小
学
校

　
　

五
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
　

和
歌
山
市
立
四
箇
郷
小
学
校

　
　

五
月
三
十
日
（
火
）

　
　
　

和
歌
山
市
立
浜
宮
小
学
校

　

各
小
学
校
六
年
生
の
児
童
を
対
象

に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
税
金
ク
イ
ズ
や
一
億

円
（
見
本
）
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
用
い

た
授
業
を
子
供
た
ち
は
興
味
を
持
っ

て
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
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令
和
五
年
五
月
十
二
日（
金
） 

五
月
・
六
月
・

七
月
決
算
法
人
を
対
象
に
決
算
期
別
説
明

会
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
和
歌
山
地

方
合
同
庁
舎
五
階
共
用
会
議
室
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
六
十
二
社
の
担
当
者
が
参
加

し
て
、
和
歌
山
税
務
署
担
当
官
に
よ
る
、
法

人
税
・
消
費
税
の
改
正
点
や
決
算
に
関
す
る

留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
を

熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
八
月

二
十
四
日
（
木
）
に
八
・
九
・
十
月
決
算
法
人
、

十
一
月
十
六
日
（
木
）
に
十
一
・
十
二
・
一
・
二

月
決
算
法
人
を
対
象
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
六
月
五
日
（
月
） 

に
エ

ク
セ
ル
基
礎
Ⅰ
、
六
日
（
火
）
に
エ

ク
セ
ル
応
用
Ⅰ
、
八
日
（
木
）
に
エ

ク
セ
ル
活
用
Ⅰ
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
、
ま
た
七
日
（
水
）・
九
日
（
金
）

の
二
日
間
で
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
十
月

に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
二
日

（
月
）
に
エ
ク
セ
ル
基
礎
Ⅱ
、
三
日

（
火
）
に
エ
ク
セ
ル
応
用
Ⅱ
、
四
日

（
水
）
に
ワ
ー
ド
応
用
、
五
日
（
木
）

に
エ
ク
セ
ル
活
用
Ⅱ
、
六
日
（
金
）

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
教
室
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
五
月
十
日
（
水
）
和
歌
山
納
税

協
会
二
階
大
会
議
室
に
て
、
会
員
企
業
の
新

入
社
員
十
二
名
を
対
象
に
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
本
田
妃
世
氏
を
講
師
に
迎
え
「
社
会

人
と
し
て
の
心
構
え
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
じ
て
、
社

会
人
と
し
て
仕
事
に
取
組
む
姿
勢
や
考
え
方

を
学
び
ま
し
た
。

決
算
期
別
説
明
会・

�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

新
入
社
員
研
修
会
の
開
催

令
和
五
年
度

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」募
集

◇
テ
ー
マ
：
「
税
」
に
つ
い
て

　

内
容
が
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

※
応
募
作
品
は
本
人
が
創
作
し
た
も
の
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◇
応
募
資
格
：
中
学
校
在
校
生

◇
提
出
先
：
所
属
中
学
校

◇
用　

紙
：
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
め
）

　
　
　
　
　

三
枚
以
内
（
厳
守
）

◇
締　

切
：
令
和
五
年
九
月
四
日
（
月
）

◇
表　

彰
：
特
選
二
十
点
・
入
賞
八
十
点
程
度

◇
そ
の
他
：
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

　

な
お
、
応
募
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
税
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
各
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
会
報
誌
、
各
種
新
聞
、
国
税
関
係
機
関
の
広
報

誌
及
び
地
方
公
共
団
体
の
広
報
誌
に
掲
載
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
を
ご
理
解
の
上
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◇
主　

催
：
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
国
税
庁

　

ご
不
明
な
点
は
、
和
歌
山
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　

住　

所
：
和
歌
山
市
雑
賀
屋
町
十
六

　
　

電　

話
：
〇
七
三
（
四
二
三
）
八
八
〇
五
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和歌山市からのお知らせ

納税協会から新刊図書のご案内

令和５年度　納税カレンダー

　納税協会では、税務等関係図書（（株）清文社発行）を会員価格（１割引き）にて、販売しております
ので、実務にご利用ください。

書　　籍　　名 定　　　価
重点解説 法人税申告の実務 定価4,620円（税込）
減価償却資産の耐用年数表 定価2,640円（税込）
消費税実務問答集 定価3,740円（税込）
印紙税取扱いの手引 定価4,840円（税込）
消費税の取扱いと申告の手引 定価5,060円（税込）
社会保険・労働保険の事務手続 定価4,400円（税込）

公益社団法人 和歌山納税協会 〒640-8249 和歌山市雑賀屋町16
℡ 073（423）8805　Fax 073（426）1901　E-mail：wakayama@nk-net.co.jp

HP：https://www.nk-net.co.jp/wakayama/

お問い合わせ先　和歌山市 財政局 税務部 納税課
〒640-8511 和歌山市七番丁23番地　電話：073-435-1038

� 納期限
� 月税　目

令和5年
7 8 9 10 11 12

令和6年
1 2

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

2期
7/31

3期
11/30

4期
1/31

市 県 民 税
（普通徴収分）

2期
8/31

3期
10/31

4期
12/28

和歌山税務署主要幹部名簿（令和５年７月10日定期異動　敬称略）

職　名 氏　名 前　部　署
署長 大西　孝幸 大阪局査察　資料情報課長

筆頭副署長（個人課税・資産課税担当） 中川　寛宣 （留任）
副署長（総務・広報・管理運営・徴収担当） 清末　郁二 （留任）

副署長（法人課税・酒税担当） 宮田　　周 和歌山税務署　総務課長
総務課長 阿部　恵子 大阪局課二　消費税課　課長補佐

税務広報広聴官 斯波　勝之 （留任）
管理運営部門統括官 河野　英世 和歌山税務署　管理運営連調官

徴収部門統括官 内園日出男 （留任）
個人課税第１部門統括官 守安　孝人 （留任）
資産課税第１部門統括官 水崎　　薫 （留任）
法人課税第１部門統括官 大石　容崇 （留任）

酒類指導官 吉田　真一 （留任）
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